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♬寝屋川 
「本
気
で
署
名
を
集
め
る
時
」 

  

取
り
組
み
ま
し
ょ
う 

 

 

２
０
１
５
年 

 
 

に
向
け
て
準
備
を 

  

会
議
は
、
十
一
月
二
十

八
日
か
ら
二
日
間
東
京
の 

日
本
原
水
協
本
部
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 
安
井
事
務
局
長
は
「
２

０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
迎
え

る
前
の
年
で
あ
る
来
年
が 

 

 

 

 

 

２０１４年を歴史的な年にしよう！ 

 

 

 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１３年１２月３日現在） 

３９万１２１３

筆 

 

 

  

 

 

 

大
阪
か
ら
百
万
の
署
名
を

百
五
十
人
以
上
の
代
表
団

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本

部
に
持
っ
て
い
き
ま
す
」
と 

決
意
表
明
。
討
論
第
一
番
目

の
発
言
に
、
大
き
な
拍
手
が 

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
阪
原
水
協
の
取
り
組
み

を
学
び
た
い
と
、
東
京
原
水

協
か
ら
「
大
阪
百
万
署
名 

ら
も
友
人
で 

 

 

 

 

 

日
本
原
水
協
拡
大
常
任
理
事
会
で
発
言
続
く 

 
☆２０１３年４月 ２０１５年 NPT第２回準備委員会 

        （スイス・ジュネーブ欧州国連本部） 

 

 

 

最
も
大
切
な
年
。
２
０
１
４

年
を
歴
史
的
な
年
と
し
て

運
動
を
前
進
さ
せ
、
核
兵
器 

禁
止
条
約
交
渉
実
現
を
迫

っ
て
行
こ
う
」
と
、
報
告
提

案
を
行
い
ま
し
た
。 

 

討
論
で
は
、
大
阪
原
水
協

を
代
表
し
て
小
松
事
務
局

長
が
大
阪
の
取
り
組
み
を

発
言
し
「
２
０
１
５
年
に
は 

万
．
早
く
大
阪
に
追
い
つ
き

た
い
。 

○
岡
山
県
―
日
本
原
水
協
の

目
標
を
七
百
万
か
一
千
万
か

を
も
う
は
っ
き
り
す
べ
き

だ
。 

○
徳
島
県
―
ア
ポ
な
し
で
一

千
件
の
団
体
訪
問
を
し
て
、

署
名
を
要
請
し
て
い
る
。 

○
長
野
県
―
安
倍
政
権
は
マ

グ
ロ
政
権
。
止
ま
っ
た
ら 

死
に
絶
え
る
。
早
く
倒
そ
う
。 

○
福
島
県
―
十
一
・
二
集
会 

八
千
人
参
加
で
元
気
に
。 

 

 

ノ
ー
パ
サ
ラ
ン
！ 

特
定
秘
密
保
護
法
案 

 

十
二
月
六
日
、
特
定
秘
密
保
護

法
案
は
、
国
民
の
民
主
主
義
を
守

れ
の
声
を
蹂
躙
し
、
参
議
院
で
安

倍
政
権
は
強
行
採
決
の
暴
挙
を

行
い
ま
し
た
。
大
阪
原
水
協
は
連

日
署
名
宣
伝
行
動
を 

行
い
、
強

行

採

決

に
は 

抗

議

Ｆ

Ａ
Ｘ
を 

送
付
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
平
和
委
員
会
・
橋
本
敦 

元
参
議
員
（
日
本
共
産
党
）
に
お

話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
日
本
に
は
隠
し
続
け
る
大
き

な
秘
密
が
あ
り
ま
す
。
国
民
に 

大
ウ
ソ
を
つ
い
て
い
ま
す
。
一
九 

八
十
年
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
市
に
あ

る
米
国
立
公
文
書
館
に
三
か
月
間 

通
い
、
日
米
の
機
密
を
捜
し
ま
し

た
。
六
十
年
安
保
改
定
時
、
核
兵

器
の
持
ち
込
み
を
認
め
て
い
た
。 

七
十
二
年
沖

縄
返
還
蒔
の

核
兵
器
付
き 

返
還
と
費
用

は
日
本
側
が 

負
担
す
る
こ
と
な
ど
を
発
見
し
ま

し
た
。
今
で
も
、
日
本
政
府
は
そ

れ
を
認
め
よ
う
と
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
だ
け
の
秘
密
を
も
っ
て

い
る
の
に
、
さ
ら
に
秘
密
を
作
り 

戦
争
を
す
る
た
め
の
法
案
で
す
」 

ポ
ス
タ
ー
が
欲
し
い
と
三

地
域
組
織
か
ら
頼
ま
れ
て

い
ま
す
」
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。 

  

各
県
代
表
か
ら 

 
 
 
 

決
意
続
く 

  

各
県
代
表
か
ら
決
意
が

続
き
ま
し
た
。 

○
沖
縄
県
―
辺
野
野
の
埋

め
立
て
許
さ
な
い
ハ
ガ
キ

が
一
万
二
千
に
も
達
し
て

い
る
。 

○
東
京
都
―
２
０
１
５
年

ま
で
の
目
標
を
署
名
二
百 
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政
府
は
被
爆
者
の
声
を 

十
二
月
三
日
、「
原
爆
症
認

定
制
度
の
抜
本
制
度
を
求
め

る
い
っ
せ
い
行
動
」
が
国
会

で
、
日
本
被
団
協
や
全
国
弁

護
団
連
絡
会
な
ど
の
共
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
阪
原
水

協
か
ら
は
、
岩
田
理
事
長
が

代
表
参
加
を
し
ま
し
た
。 

二
○
一
○
年
九
月
、
厚
労

大
臣
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た

「
認
定
制
度
検
討
会
」
が
二

十
五
回
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
二
十
六
回
検
討
会
は
、 

十
二
月
四
日
に
開
か
れ
、
最
終

答
申
が
出
さ
れ
る
予
定
。
こ
の

日
を
前
に
、
国
会
に
は
百
五
十

人
以
上
の
全
国
か
ら
の
被
爆

者
が
結
集
し
ま
し
た
。 

 

挨
拶
に
立
っ
た
田
中
照
美
・ 

日
本
被
団
協
事
務
局
長
は
現

在
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
報

告
し
ま
し
た
。 

 
「
検
討
会
で
は
、
坪
井
・
被

団
協
会
長
と
と
も
に
、
他
の
委

員
と
激
し
く
論
争
。
し
か
し
私

た
ち
が
求
め
る
被
爆
者
全
員

ん
ぽ 

の
救
済
と
は
程
遠

く
、
現
行
の
認
定

制
度
の
改
善
と
い

う
検
討
会
の
目
標

に
は
至
っ
て
い
な

い
。
黒
い
雨
に
つ

い
て
は
、
健
康
に

与
え
る
よ
う
な
量

は
確
認
さ
れ
て
な

い
、
と
言
っ
て
い

ま
す
。
積
極
認
定

の
基
準
と
し
て
も

う
け
ら
れ
た
被
爆

距
離
約
３
・
５
キ

ロ
、
約
百
時
間
入 

市
に
し
き
い
値
を
設
け

て
、
現
行
の
認
定
行
政

を
つ
い
認
す
る
方
向
の 

報
告
書
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
何
の
た
め
二
十
五
回 

も
や
っ
て
き
た
の
か
、
心

か
ら
怒
り
を
お
ぼ
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
全
国
の

支
援
者
の
皆
様
や
全
国
弁

護
団
の
皆
様
と
奮
闘
致
し

ま
す
」。 

 

参
加
者
は
、
院
内
集
会

の
次
に
、
地
元
出
身
議
員

と
衆
参
厚
生
労
働
委
員
の

す
べ
て
の
政
党
の
国
会
議

員
へ
の
要
請
活
動
を
精
力

的
に
行
い
ま
し
た
。 

２０１４年ちひろカレンダー 

３８８５本普及 
 ２０１４年ちひろカレンダー普及へのご強

力本当にありがとうございます。 １２月９

日現在の普及本数は３，８８５本です。新婦

人関係の普及本数は、１５６５本で、目標の

１７００本の９２％まで達成しました。その

ほかでは、３８００本目標の６１％、２３１

９本を普及しました。全体で目標５５００本

の約７０％の達成です。各団体、退職者で注

文数が減ってしまった、お世話してくださっ

た方が退職されたなど、難しいことがありま

すが、本当によくがんばられています。 

まだ到達点は約７割ですから、これからが

最後の奮闘です。１本、２本と各団体の御奮

闘をお願い致します。 

２０１４年スタートダッシュ！ 

関西原水協学校 
☆学習こそが、あなたをエネルギッシュにします。 

毎年、豪華講師陣の関西原水協学校に参加されませ

んか！ 

○１月２５日（土）１３時３０分～ 

 １月２６日（日）～１２時 

☆第１日目：場所―京都教育文化センター 

講義１「核兵器・平和をめぐる国際情勢の特徴」 

講師：緒方靖夫さん（日本共産党副委員長） 

講義２「原爆症認定訴訟と放射線被害」 

講師：郷地秀夫さん（医師：東神戸診療所所長） 

☆第２日目：場所―聖護院御殿荘 

講義３「２０１５年に向けた日本原水協活動方針」 

講師：安井正和さん（日本原水協事務局長） 

♬新春「大阪１００万署名 

宣伝行動」にご参加を！ 

☆１月６日（月）１２時～１３時 

   梅田・ヨドバシカメラ前 


